
割注　鳥、書滑空第8号

東京鼻田町の合第17回総合と懇親会のご寮内
関東地方の桜も終わり、新緑が日に眩しく映える気持ちの良い季節になりました。東京鼻田町の合金項の馳二

はおえ乳にお過ごしのことと、お慶び申し上げます。会の運針こつきましては、何時も会員の皆株の多大なご協力

をいただき衷心より感謝しております。

本年も「第17回の総会と懇親釦の時如∵‘日本ダボス16号”でもお知らせしましたように近づいてまいり

下亀こより開催することになりました。ふるさと鼻田町からは箱山町長さん、佐藤頚長さんを始め大勢の皆さんの

ご出席をいただく予定と成っております。なお今年のアトラクションには「出席されてのお楽しみ？の出し物」と

瞼員による隠し芸大会」を計画しております。会員の酪公私共にお忙しいと思いますが万障お繰り合わせの

上、大勢の皆様がご出席くださいますようお願い申し上げます。

平蔵16年5月昔日

期　日　　平成16年7月11日（別

会　場　　アルカディア市ヶ谷㈲

仰区鳩ヒむ2－25
’駄　03－3261－9921

受　付　10時30分より

総　会　　11時～11時40分

懇親会・アトラクション

12時∝）分～14時30分

懇親会費　　9，000円

年会費　　1，000円

※　準備の都晩⊥出欠のご連絡は同封のハガキで

6月5Eほでにお願いします。また、締切後で

も出席ご希望の方は、ハガキか電藷でごi紗）

上ご出席下さい。

“あなたが主役！”懇親会

屠仁者大岩風土
アトラクションの一印として、出席者による

應し婁大会を咋和二組、て企岳しました。与ってご

応募下さい。

踵　日：敬・踊り・楽器演奏・手品‥1億・

その他打でもOK。

待ち時網：5分以内。内容により網軌

参加賞：粗品進呈
応農方法：通信用ハガキの所東湖に免へ。

＊　応患者多数の場合は、鵜で決めさせてい

だきますので、予めご了を下さい。

ま乙

会　長　塩　沢　和　政

※　ハガキと触み用紙の主封書欄にi妙曙をお書き頂

ければ日本ダボスに掲載致します。

※　妙中軸軋欠席に変えの牙は速やかにご連絡下

さい。

※　お問合せ・ごi動路は下記へお願いします。

会　長　　梅沢軸吸　取　03－3652－紡76

事務局　　山口元を　取　03－3815－3弛l

総会担当　飯島度三種1h O彪2－21一筋94

※　た　こ通（次の各駅から徒歩的2分）

営団有楽町線・南北線市ヶ谷駅A1－1出口

都営新宿線市ヶ谷択A1－1A4出口

JR中央総武線市ヶ谷駅

アルカディア　ケ谷（私、）
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合
の
行
幸

親
睦
殊
行
合

今
年
の
親
睦
殊
行
合
は
左
記
の

よ
う
に
「
ふ
る
さ
と
訪
問
」
　
で
企
あ

い
た
し
ま
し
た
。
多
数
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

先

場
所
　
菅
平
高
原
温
泉
ホ
テ
ル
桑

田
館

集
合
　
新
宿
駅
西
口
妥
田
生
命
ビ

ル
前
（
午
前
八
時
集
合
）

期
日
　
大
月
五
日
　
（
土
）
　
～

六
日
　
（
日
）

会
費
　
男
性
一
八
、
0
0
0
円

女
性
一
六
、
〇
〇
〇
円

耗
妥
　
六
月
五
日
　
新
宿
駅
～
関

毯
高
速
道
～
鼻
田
町
で
昼

食
～
町
内
探
索
‥
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
～
桑
田
館
～
宴
会

二
八
時
三
〇
分
～
）

大
月
大
日
　
山
東
狩
り
～

昼
食
会
　
（
屋
外
バ
イ
キ
ン

グ
）
～
菅
平
昇
一
四
時
～
関

垣
高
速
道
～
新
宿
訳
者
一

八
時

中
込
締
切
　
五
月
二
八
日

連
絡
先
　
荻
原
啓
治
担
当
理
事

官
藷
＆
フ
ァ
ッ
ク
ス

〇
三
：
二
三
一
五
・
五
九
三
〇

〇
九
〇
人
四
四
二
三
三
一
七
　
（
昼
間
）

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

一

　

　

－

　

　

－

－

1

－

－

　

　

－

　

　

－

－

　

　

－

　

　

■

●

　

　

－

　

　

■

お
申
し
込
み
の
皆
棟
に
は
後
日
督

料
を
お
送
り
敦
し
ま
す
。

親
睦
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
開
催
き
る

誰
に
で
も
簡
単
で
気
楽
に
楽
し

め
る
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
が
今

年
も
去
る
四
月
二
九
日
（
祝
日
）
に

武
蔵
野
線
新
座
駅
近
く
の
〝
高
藤

園
野
火
止
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
コ
ー

ス
　
〟
で
総
勢
1
3
名
の
参
加
を
得
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

薫
風
香
る
新
緑
の
栗
林
に
芝
を

張
っ
た
コ
ー
ス
で
常
連
の
ベ
テ
ラ

ン
に
二
人
の
新
顔
も
参
加
し
て
、
賑

や
か
に
楽
し
い
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。

一
汗
流
し
た
後
の
車
座
に
成
っ

て
の
昼
食
や
、
水
耕
栽
培
の
新
鮮
な

ト
マ
ト
の
お
土
産
に
参
加
者
の
頬

は
マ
レ
ッ
ト
の
出
泉
げ
え
と
関
係

な
く
級
み
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
し
た
。

優
勝
‥
大
久
保
治
夫
氏
‥
大
日
向

準
優
勝
‥
大
久
保
き
よ
さ
ん

三
位
‥
佐
藤
ム
ネ
子
さ
ん
‥
鼻
田

春
季
乱
瞳
ゴ
ル
フ
大
金

開
催
さ
る

東
京
鼻
田
町
の
合
、
春
季
親
睦
ゴ

一
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ル
フ
大
会
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
四
月

十
四
日
（
水
）
群
馬
県
甘
楽
町
小
幡

郷
カ
ン
ト
リ
倶
楽
部
に
お
い
て
、
故

郷
鼻
田
町
か
ら
柄
沢
助
役
は
じ
め

1
0
名
、
東
京
鼻
田
町
の
各
会
員
1
7

名
参
加
の
も
と
和
気
あ
い
あ
い
に

楽
し
く
プ
レ
イ
さ
れ
た
。

嵐
緒
は
優
勝
－
堀
内
　
福
丸
（
下

横
道
出
身
）
　
グ
ロ
ス
8
0
ハ
ン
デ
ィ

M
ネ
ッ
ト
6
9
・
2
　
準
優
勝
－
会
長
の

塩
沢
和
政
氏
（
大
日
向
出
身
）
グ
ロ

ス
8
9
ハ
ン
デ
ィ
甲
不
ッ
ト
7
2
・
2
　
惜

し
く
も
三
位
の
横
澤
義
埠
氏
（
大
畑

出
身
）
は
前
回
、
前
々
回
優
勝
も
今

回
は
ネ
ッ
ト
7
2
・
2
と
同
ネ
ッ
ト
も
年

齢
差
に
泣
い
た
。
又
シ
ニ
ヤ
・
女
性

部
門
は
、
優
勝
－
前
会
長
三
井
芳
郎

氏
（
大
庭
帰
郷
在
住
）
、
準
優
勝
－

紅
l
点
の
中
島
正
江
さ
ん
（
戸
沢
出

身
）
　
で
し
た
。

鼻
田
町
町
民
ゴ
ル
フ
大
金

今
年
も
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
左

記
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
会
の

皆
棟
に
も
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い

ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

参
か
予
定
者
に
は
、
詳
細
内
容
を

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

四
、
費
用
　
参
加
費
一
、
0
0
0
円

プ
レ
1
費
等各
自
精
算

（
約
一
〇
、
〇
〇
〇
円
）

東
京
鼻
田
町
の
合

秋
季
ゴ
ル
フ
大
金
予
定

＊
期
日
　
平
成
十
六
年
十
月
六
日

（水）

＊
場
所
　
群
馬
県
内
の
予
定

ゴ
ル
フ
同
好
会
員
の
皆
棟
に
は

開
催
一
ケ
月
前
項
ご
寮
内
致
し
ま

す。ゴ
ル
フ
同
好
会
金
員
泉
集

現
在
の
ゴ
ル
フ
同
好
会
会
員
は

3
0
名
で
す
。
ゴ
ル
フ
愛
好
家
の
新
会

員
を
泉
焦
し
て
お
り
ま
す
。
お
申
し

込
み
は
左
免
の
担
婆
理
事
ま
で
お

願
い
致
し
ま
す
。

堀
内
　
福
　
○
甲
二
九
五
八
・
一
五
七
八

（
E
メ
ー
ル
）
l
l
t
a
苫
k
e
N
試
＠
y
b
b
．
一
l
e
．
j
p

荻
原
啓
治
　
〇
三
二
一
三
一
五
・五
九
三
〇

（
携
帯
）
　
〇
九
〇
・
八
四
四
二
十
二
三
一
七

六
月
二
十
七
日
　
（
日
）

菅
平
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

現
地
集
合
、
現
地
解
散

二
黙
　
し



男 傚r�計 

菅平小 迭�1 澱�

長　小▼ ��2�14 �#r�

傍陽小 ��Sr�14　■ �#��

本原小 �#b�26 鉄"�

計 鉄��55 ���b�

故郷鼻田町の平成16年度の区長さんが決まりました0◎区長会長○副区長会長（敬称朝
本位　　下　押　沢　佐組　数男

借手　　小玉上郷汎　押森　公夫

専政　　赤　　井　若林　久芳

俊治　　下　　琢　山浦　一緒

正　　竹　　重　古市　義和

博明　　荒　　井　官膿　昭人

傲　　中　　居　丸井　清

一男　　森　　本　石井　費

昭一　　大　　畑　香山　直射

政男　　下　　原　加温　博敏

敬具　　町　　鹿　大久保政壬

孝司　　由　　子　宙岡　啓乙　　　　l

菅　　平　窪田　森林

大　日　向　大久保缶智使

角　　周　倉島　盛茂

横　　沢　久保　式年

真　　田　武田　仇弘

十　林　寺　高専　久泉

石　　　舟　　羽田　敬称

戸　　沢　柳沢　勝利

っ　く　し　　松掻　敏生

◎横　　尾　渋沢　急

四　日　市　　田島　延孝

入港井沢　　純　　忠則
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さ
な
だ
ま
ち
よ
り

市
町
村
合
併
と
自
立
を
考
え
る

リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
開
催

合
併
に
つ
い
て
の
理
解
や
鶉
治
を

深
め
、
地
域
の
東
泉
を
共
に
考
え

よ
う
と
、
市
町
村
合
併
と
自
立
を
考

え
る
リ
レ
ー
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
が

2
月
1
5
に
町
の
丈
化
合
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
に
関
す
る
住
民
意

向
の
調
査
結
果
は
誉
呑
伯
仲
！

3
月
3
1
日
公
開
で
行
わ
れ
た
集

計
の
結
果
は
脅
威
4
5
・
7
％
、
反
対
4
4
・
4
％
、

親
身
一
任
9
・
1
％
で
替
香
伯
仲
し
、
回

収
率
は
9
2
・
1
％
で
し
た
。

ご
成
人
お
め
で
と
う
！

2
5
3
人
が
大
人
の
仲
聞
入
り

l
月
1
1
且
且
、
町
の
文
化
会
館

に
お
い
て
　
「
2
0
0
4
鼻
田
町
成
人

式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
今
回
は
新
武
人
か
ら
選
ば
れ

た
4
人
が
実
行
各
員
合
を
組
織
し
、

企
画
か
ら
当
日
の
イ
ベ
ン
ト
ま
で
手

作
り
で
行
い
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
良

い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

六
年
に
一
皮
の
〝
押
隠
蚤
！
″

中
絶
区
政
地
区
の
祖
語
大
明
神

4
月
1
1
日
、
堤
地
区
の
氏
神
様
、

■
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敬
語
大
明
神
の
奇
祭
〝
御
柱
祭
″
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
長
さ
川
メ
ー
ト
ル

あ
ま
り
の
大
木
を
　
「
さ
～
た
の
む
わ

さ
ー
」
「
よ
ー
い
し
ょ
」
と
地
元
住
民

総
出
で
3
時
間
以
上
か
け
て
曳
か
れ

た
御
柱
は
、
夕
刻
に
は
み
ご
と
教
訪

大
明
神
前
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

鼻
田
町
小
学
枚
、
ぴ
っ
か
ぴ
か

の
新
一
年
生
は
1
0
6
人

今
年
の
町
内
の
小
学
枚
の
新
一
年

生
は
1
0
6
人
で
し
た
。
ち
な
み
に

昨
年
の
新
入
生
は
1
1
8
人
、
一
昨

年
は
1
3
0
人
で
し
た
。

新
入
学
児
童
の
多
い
区
は
由
子
で

1
3
人
、
つ
づ
い
て
横
尾
と
下
原
の
8

人
で
し
た
が
、
新
入
学
児
童
の
い
な

い
区
も
8
区
あ
り
ま
し
た
。

鼻
田
町
児
童
館
が
オ
ー
プ
ン

旧
本
原
保
育
園
跡
地
に
鼻
田
町
児

童
館
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
児
童
館
は
チ
ビ
も
た
ち
に
健

全
な
遊
び
場
を
与
え
健
や
か
な
成
長

を
願
い
情
操
を
育
て
る
こ
と
や
、
子

ど
も
合
、
母
洩
ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
組

織
の
青
嵐
と
扱
助
を
図
る
こ
と
を
田

的
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
中
学
枚
ス
キ
ー
大
金

男
子
回
転
で
後
藤
　
下
平
哲
也
君

l
月
1
5
日
～
1
7
日
に
白
馬
の
小

谷
村
で
開
催
さ
れ
た
長
野
県
中
学
校

ス
キ
ー
大
会
、
男
子
回
転
の
邸
で
菅

平
中
学
枚
3
年
の
下
平
哲
也
君
が
凱

事
優
勝
し
ま
し
た
。
拍
手
！

鼻
田
中
学
校
が
長
野
県
の
準
健

康
推
進
学
枚
表
彰
を
史
常

こ
の
ほ
ど
鼻
田
中
学
枚
が
、
長
野

県
教
育
委
員
会
か
ら
準
健
康
推
進
学

校
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
長
野
県
教
育
委
員
会

が
地
域
社
会
の
健
康
に
対
す
る
関
心

を
高
め
、
児
童
生
徒
の
健
康
増
進
と

学
校
保
健
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
表
彰
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度

は
県
下
に
6
0
0
枚
あ
る
小
中
学
枚

の
中
で
、
小
学
校
3
枚
、
中
学
校
2

枚
が
逢
ば
れ
る
激
戦
の
中
で
見
事
免

官
を
果
た
し
ま
し
た
。

林

焉

宮

水

港

内

口

内

内

牧

内

田

小

梅

山

清

格

堀

坂

堀

堀

酋

堀

琢

保
組
鼻
息

岡

や

大

曲○

中
道
逢
逢
沢
平
原
　
〓

親

　

機

横

横
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ふるさと鼻田町の人口推移…昭和45年～50年を底に増かしています

：　田舎の過疎化が言われて久しいのですが、わがふるさと鼻田町の5年ごとのデータによると戸数は昭

！和45年の2，561戸、人口は昭和50年の10，321人を底に増加に転じ、最新のデータでは戸数は底から

；46・8％増の3・759戸、人ロは14％増の11，766人と見事な朋振りです。下に総人口と1世帯あたりの
：人ロから戸数の推移を算出した結果を示します。
I s40（2，586戸；11，406人）、S45（2，561P：10，630人）、S50（2，613P：10，321人）、S55（2．686

戸；10，449人）、S60（2，771P；10，642人）、H2（2，870戸：10，821人），H7（3，132P：11．339人）．H

12（3．378タ：11．453人）、H16／4（3，759戸：11．766人）

！　　　　　　　　　　　新会見ご紹介のお叔い

！　会員の皆枚にはいつも合の運営にご協力を頂き親に有難うございます。会員相互の出合いと乱瞳、そ

I　してふるさと鼻田町とのえ流の親密化を目的に災生した東京鼻田町の合も、16年の歴史を刻み先輩役
：員のご努力、会員の皆棟のご協力、そして鼻田町当局のごえ後により一人前の同郷合に成長しつつあり
l　まことにご同慶の至りでございます。
：　この東京鼻田町の合が史に充実し、蚤展し続けるためには会員の増加が何にもまして重鼻と思われま

！す。皆様の友人、知人のなかに東京鼻田町の合の会員に推薦できる牙が居られましたら、会長または役

1員まで是非ご一級頂きたく、宜しくお願い申し上げます。
：　連絡先　塩沢和政　〒276－0046千営県′＼千代市大和田新田1074－37　Tel・FaxO47－450－3348

毒　　　　餓「臥皐ダボス」第17号発行臣い崇鹿左沢和政

「酬各員の断動二は平素より会の運営に多大なご協力を頂き厚く掃押し上げます。

l　　今年も日本デポス第17号を12月刹二発行すべく準備を進めております。乱皐ダボスは、会員的㈱名と真相的

3，gX）戸に送られます。如抑）飴員にはもちろん、ふるさと鼻田町にも鯛の皆様方のご諷；：りを糖えする良い

機会です。

i　毎年のことで恐縮ですが脚寄稿・摸稿」と級しい経済状況の中ですが「広告の掲軋にご協力を馴ますよう切
にお掛、申し上げます。

寄稿・楓こついては鵬広勧こついてl　脚鵬聴当しております。
宜しくお報いいたします。

日本ダボス第17号の掲載原稿・広告の締切りは10月10日です。

☆寄稿・投稿の原稿は400字詰め用紙4枚以内で、顔写鼻を同封して次の担孝理事までお送り下さい0また、総会の出欠連

絡用ハガキにi銃を見入頂けば「日本ダボス」に掲載いたします。

〒各号：！ト1145　埼玉県所沢市山口餌、3針5イ氾5　武捨前人

WRⅨ　αト2剥紺76、05DlO35－4776　E⊥旭l mnM弼廊ybbl思わ

☆広巷原稿は次の担当副会長までお送り下さい。広巷代のお支払いは会報尉行後に請求書と振込み用紙をお送りしますので、

御利用下さい。

広舎料　名刺サイズ　タテ　75cm×ヨコ　35cm lO間円

1乃香　　　タテ　75cmXヨコ17500　　叩円

1月有　　　タテ118Ⅷ×ヨコ175cm　　即円

1有　　　タテ監旧0m×ヨコ175cm l00昭）円

〒番号1約・qX妃　脚礪締弼専東町㌢3－18飯腱郎
¶射hx（姥と詑1一筋鋸　携帯α朴一班14－3謀だ

し　ち　か　は通倖　　　（平成16年5月15日　勢和

各　行　東京鼻田町の合　　　金長塩沢和政
27…6　千営県／VHぺ挿蜘新田1074－37

Tm・FAX　α17－4と沿．3割旧

TEL　03－3815－3344　FAX　03－3815－3341

m・FAX　眠沙lシー4776

鈴　木　邦　子　　　堀　内　　幸
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